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はじめに
目的： スパースとロバストの最近5年間程度の研究紹介．
スパース：パラメータの多くの真値が0であると想定．高次
元データ解析に対して有効．

y = x⊤β∗ + e, β∗ = (3, 1, 0, . . . , 0)⊤

ロバスト： 外れ値による悪影響に頑健．例：中央値．
その他のキーワード：転移学習．欠測．高相関．因果探索．
因果推論．敵対的汚染．グラフィカルモデル．非対称分布．
EMアルゴリズム．多重代入．異常検知．
大学院生募集：統計的推論・統計的機械学習・医療統計が主
なテーマ．研究テーマに合わせてある程度は広く対応可能．
最近は社会人学生が多い．
共同研究＆コンサルテーション： 製造業・製薬企業など．
詳しい情報は藤澤のHPをご覧ください．

スパース
高欠測に対応するLasso (HMLasso): 高欠測データに対し
ても欠測補完なしに実行可能なLasso. Takada+ (2019)東芝
との共同研究．
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転移Lasso (Transfer Lasso): 過去推定値や熟練工の知見な
どをL1罰則を通して適応的に組み込むことが可能な転移学
習．Takada, Fujisawa (2020) 東芝との共同研究．
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j : 初期推定値（過去情報で構築）

適応的転移Lasso (Adaptive Transfer Lasso): Adaptive
Lasso の考え方を組み込んだ Transfer Lasso. 両方の良さを
併せもつ．Takada, Fujisawa (2024) 東芝との共同研究．
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LiNGAMに基づいたスパースな因果探索：因果探索におい
て有名な LiNGAMを，スパース性の下で高次元データに対
しても適用可能にした手法．Harada, Fujisawa (2021)

ロバスト
外れ値の割合が特徴量に依存する場合のロバスト回帰モデ
リング： 外れ値の割合が特徴量に依存するときでもバイ
アスを十分小さくすることが可能な回帰モデリング手法．
Kawashima, Fujisawa (2023)
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状態空間モデルに対するロバスト推定：理論的保証があり
計算効率が高い，状態空間モデルに対するロバスト推定．
Ishizuka, Fujisawa (2023).

ロバストな因果推論： 逆確率重み法や二重頑健推定にお
いて平均処置効果を，外れ値にロバストな推定を行う方法．
Harada, Fujisawa (2024).

スパース＆ロバスト
スパース性とロバスト性を併せもつ回帰モデリング：スパー
ス性とロバスト性を同時に併せもち，かつ，高速にパラメー
タ推定が可能な手法．Kawashima, Fujisawa (2017, 2019)
スパース性とロバスト性を併せもつガウシアン・グラフィカ
ル・モデリング：外れ値が一般の場合とセル毎の場合．Hi-
rose+ (2017) Katayama+ (2018)

敵対的汚染に対してロバストでスパースな推定：通常の外れ
値よりも 強力な敵対的汚染に対してロバストでスパースな
推定の収束レート．Sasai, Fujisawa (2023)

歪分布
歪ノイズに対応可能なモード不変なスパース回帰モデリン
グ： ノイズが左右対称でない場合の回帰モデリング．回帰
モデルはモードであり解釈が容易．マイナス対数尤度関数
は回帰パラメータに関して凸なので高次元特徴量でも対応
しやすい．Koyama+ (2024)
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α : 歪度パラメータ
rα : 特殊な関数

歪正規分布に対する最尤推定：モメンタム構造をもつEMア
ルゴリズム： 歪正規分布の潜在変数表示における過剰パラ
メータ構造を積極的に利用して，モメンタム構造という加速
性をもつパラメータ推定アルゴリズムの構築．Abe+ (2021)


